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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
3
月
29
日
㈬
、
令
和
5

年
度
会
員
会
議
を
長
野
市
Ｊ
Ａ
ビ
ル
13
階
特

Ⅰ
会
議
室
に
お
い
て
、
会
員
Ｊ
Ａ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

出
席
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
（
＝
表
紙

左
下
）。

　

神
農
佳
人
運
営
委
員
会
会
長
が
議
長
を
務

め
、
嶌
田
武
司
県
本
部
長
が
「
令
和
5
年
度

事
業
計
画
」
を
説
明
し
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
5
年
度
事
業
計
画
要
旨
■

　

総
供
給
販
売
高
計
画
を
2
，
6
8
8
億
円

と
し
ま
す
。

　
「
農
業
振
興
事
業
」
は
、
産
地
基
盤
維
持

に
向
け
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
地
域
実
態
、
担
い

手
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
三
部
連
携
の
担
い
手
推

進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
生
産
・
販
売
提
案
、
支

援
機
能
を
発
揮
し
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
り
生

産
振
興
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
生
産

法
人
と
の
連
携
に
よ
る
栽
培
実
証
圃
の
設
置

等
に
よ
り
生
産
性
向
上
に
向
け
た
技
術
提
案

と
普
及
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
労
働
力
不

足
解
消
や
品
質
・
生
産
性
向
上
対
策
で
は
、

農
業
生
産
支
援
に
係
る
Ｄ
Ｘ
化
や
、
ス
マ
ー

ト
農
業
機
器
の
活
用
、
機
械
化
一
貫
体
系
の

導
入
を
す
す
め
ま
す
。

　
「
生
産
販
売
事
業
」
は
、
生
産
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
実
現
に
向
け
、
卸
売
会
社

や
実
需
者
と
連
携
し
、
契
約
取
引
毎
の
内
容

精
査
と
価
格
見
直
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

付
加
価
値
販
売
の
強
化
や
輸
出
事
業
拡
大
等

の
多
様
な
販
売
手
法
に
よ
り
生
産
者
手
取
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
物
流
2
0
2
4

年
問
題
の
解
決
に
向
け
、
効
率
的
か
つ
安
定

的
な
輸
送
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
生
産
購
買
事
業
」
は
、
段
ボ
ー
ル
・
肥

料
の
近
似
規
格
や
原
料
の
集
約
・
見
直
し
を

す
す
め
、
大
規
模
農
家
へ
の
直
行
配
送
方
式

の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県
下
2

拠
点
目
と
な
る
堀
金
農
業
機
械
整
備
セ
ン

タ
ー
設
置
に
よ
る
Ｊ
Ａ
農
機
整
備
事
業
の
強

化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
県
域
推
奨
型
式

を
中
心
と
し
た
重
点
購
買
や
中
古
機
の
流
通

拡
充
に
よ
る
生
産
者
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
「
畜
産
酪
農
事
業
」
は
、
畜
産
経
営
継
承

支
援
事
業
の
利
活
用
や
、
県
本
部
奨
励
施
策

の
有
効
活
用
に
よ
り
生
産
基
盤
維
持
と
販
売

数
量
の
確
保
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
信
州

産
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
よ
る
販
売

強
化
や
安
全
安
心
・
品
質
向
上
に
よ
る
有
利

販
売
に
取
り
組
み
、
生
産
者
手
取
り
を
確
保

し
ま
す
。

　
「
生
活
事
業
」
は
、
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
方
式

の
継
続
・
拡
充
に
よ
る
次
期
事
業
体
制
へ
の

移
行
を
す
す
め
る
ほ
か
、
農
業
用
燃
料
支
援

対
策
の
継
続
、
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
扱
体

制
の
構
築
、
Ｗ
ｅ
ｂ
対
応
に
よ
る
顧
客
の
固

定
化
・
新
規
獲
得
を
は
か
り
ま
す
。ｅ
コ
マ
ー

ス
事
業
は
「
ら
く
Ｊ
Ａ
ん
お
届
け
便
」
に
加

え
、「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
の
業
務
を
担
い
事
業

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業

は
、
多
様
化
す
る
葬
儀
形
態
へ
の
対
応
力
を

強
化
し
、
葬
儀
件
数
と
シ
ェ
ア
確
保
に
つ
な

が
る
虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

令
和
５
年
度 

会
員
会
議
を
開
催

開会のあいさつをする神農会長（中央）

事業計画を説明する嶌田県本部長（中央）
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改
革
推
進・企
画
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
農
業
機
械
課
は
4
月
3
日

㈪
、
堀
金
農
業
機
械
整
備
セ
ン
タ
ー
を
開
所

し
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
経
営
規
模
拡
大
に
伴
い
農
業
機

械
の
大
型
化
・
高
性
能
化
が
進
み
、
大
規
模

農
家
や
法
人
な
ど
の
担
い
手
か
ら
は
購
入
後

の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。農
業
機
械
課
で
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
で
の
整
備
体
制
の
強
化
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ

と
共
に
開
設
に
向
け
た
協
議
・
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
セ
ン
タ
ー
は
、
2
0
0
2
年
に

開
設
し
た
丸
子
農
業
機
械
整
備
セ
ン
タ
ー
に

次
ぐ
県
下
2
拠
点
目
と
な
り
、
主
に
中
南
信

Ｊ
Ａ
か
ら
の
修
理
・
整
備
依
頼
を
請
け
負
い

ま
す
。

　

開
設
に
先
立
ち
3
月
28
日
㈫
、
同
セ
ン

タ
ー
施
設
内
で
、
近
隣
Ｊ
Ａ
、
全
農
長
野
、

施
工
業
者
な
ど
関
係
者
20
名
が
出
席
し
、
事

業
安
全
祈
願
祭
と
開
所
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
（
＝
表
紙
右
上
）。
開
所
式
で
は
、
嶌
田

武
司
県
本
部
長
が
「
農
家
組
合
員
に
お
い
て
、

農
業
機
械
に
よ
る
省
力
化
と
生
産
拡
大
は
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
が
農
家
組
合

員
か
ら
受
注
す
る
大
型
農
業
機
械
の
整
備
を

県
本
部
が
補
完
す
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
農
機
整
備
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
確
立

を
目
指
し
ま
す
」
と
施
主
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
千
國
茂
組
合
長
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
同
セ
ン
タ
ー
の
傘
木
英

伯
セ
ン
タ
ー
長
が
施
設
概
要
説
明
と
整
備
担

当
者
な
ど
関
係
職
員
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

農
業
機
械
課
と
堀
金
農
業
機
械
整
備
セ
ン

タ
ー
は
、
今
後
も
計
画
的
な
整
備
受
注
を
進

め
、
高
性
能
化
す
る
農
業
機
械
の
修
理
・
整

備
や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
参
り

ま
す
。

「
堀
金
農
機
整
備
セ
ン
タ
ー
」
開
所

施主挨拶をする嶌田本部長

千國組合長の祝辞

事業安全祈願祭で玉串奉奠を行うＪＡ松本ハイランドの田中均組合長

開所した整備センター外観

⑴所在地　安曇野市堀金三田 3360-2
⑵整備棟規模　１５６坪（15ｍ×33.7ｍ・514.23㎡）
　※隣接する農業機械部品センターの研修用整備棟を改修
　（参考）�丸子農業機械整備センター：�
　　　 　建坪 240坪（18ｍ×37.4ｍ・673.2㎡）
⑶要員体制
　ア．センター長　1名
　イ．農業機械整備士　3名
　ウ．事務　1名
⑷事業内容
　ア．大型農機整備・修理 （主として中南信管内ＪＡより受入）
　イ．中古農機整備・加修
　ウ．ＪＡ農機担当者向けの人材育成

施設概要
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農
業
機
械
課



　

今
年
度
、
生
産
販
売
部
野
菜
き
の
こ
課
で
は
、「
野
菜
・

き
の
こ
ア
ン
ケ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
こ
と

に
よ
り
、
購
入
や
消
費
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
野
菜
・
き
の
こ
に
関
す
る
お
悩
み
を
取
り

上
げ
、
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
分
か
り
や
す
く
、

解
決
方
法
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

5
月
10
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
実
施
す
る
第
1
弾
の

テ
ー
マ
は
「
ｍ
ｙ
カ
ッ
ト
野
菜
・
き
の
こ
が
あ
れ
ば
！
な

ん
で
も
パ
パ
っ
と
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ス
」
で
す
。「
購
入
し

た
野
菜
や
き
の
こ
が
余
っ
て
し
ま
う
」
と
お
悩
み
の
方
に
、

ご
家
庭
で
カ
ッ
ト
野
菜
・
き
の
こ
を
作
る
方
法
や
、
保
存

は
も
ち
ろ
ん
調
理
に
も
使
用
で
き
る
簡
単
な
メ
ニ
ュ
ー
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
連
動
し
、
料
理
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
10
名
を
「
長
野
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に

任
命
し
、「
簡
単
＆
う
ま
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
料
理
フ
ォ

ト
や
レ
シ
ピ
な
ど
を
定
期
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
2
弾
で
は
ど
ん
な
お
悩
み
解
決
を
テ
ー
マ
に
物
語
が

展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
今
年

度
は
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
店
頭
宣
伝
企
画
を
連
携
し
、

本
県
産
野
菜
・
き
の
こ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
5
年
度

「
野
菜
・
き
の
こ
ア
ン
ケ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」ス
タ
ー
ト

3
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野
菜
き
の
こ
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
製
造
を
全
面
的
に
支
援

し
た
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
専
用
肥
料
「
も
ち
づ
き

有
機
ペ
レ
ッ
ト
」
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
バ
ラ
堆
肥
で
販
売
さ
れ
て
い

る
「
も
ち
づ
き
有
機
」
を
1
0
0
%
使
用
し
、

ペ
レ
ッ
ト（
小
球
状
）に
加
工
し
た
商
品
で
す
。

　
「
も
ち
づ
き
有
機
」
は
、
佐
久
市
望
月
土

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
管
内

の
酪
農
家
か
ら
出
る
乳
牛
の
排
泄
物
を
堆
肥

化
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
4
月
29
日
に
は
、

こ
の
「
も
ち
づ
き
有
機
」
を
40
％
使
用
し
た

指
定
混
合
肥
料「
の
ぞ
み
ち
ゃ
ん
」を
販
売
し
、

今
年
3
月
末
現
在
で
2
，
0
8
8
袋
（
20
kg

入
り
）
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

堆
肥
1
0
0
%
の
商
品
を
製
造
す
る
た
め

に
2
月
22
日
、
前
処
理
と
し
て
必
要
な
乾
燥

機
「
縦
型
コ
ン
ポ
ス
ト
」
と
、
乾
燥
さ
せ
た

堆
肥
を
ペ
レ
ッ
ト
状
に
加
工
す
る
「
ペ
レ
ッ

ト
マ
シ
ン
」
を
望
月
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
ま
し
た
。

　
「
も
ち
づ
き
有
機
」「
も
ち
づ
き
有
機
ペ

レ
ッ
ト
」
と
も
、
堆
肥
由
来
の
チ
ッ
ソ
成
分

は
３
％
程
度
の
商

品
の
た
め
、
現
行

の
化
学
肥
料
か
ら

置
き
換
え
る
に
は

散
布
量
は
増
え
ま

す
が
、
ペ
レ
ッ
ト

は
バ
ラ
堆
肥
に
比

較
し
て
扱
い
や
す

い
た
め
、
作
業
性

が
高
ま
り
ま
す
。

　

日
本
は
化
学
肥

料
の
原
料
を
ほ
ぼ

1
0
0
%
海
外
に

依
存
し
て
い
ま
す

が
、
消
費
量
は
世
界
全
体
の
0
・
5
％
と
僅

か
で
、
国
際
相
場
の
影
響
を
直
接
受
け
て
い

ま
す
。

　
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
施

行
に
よ
り
国
内
資
源
で
あ
る
堆
肥
の
活
用
が

脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
で

は
、「
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
第

二
次
3
カ
年
プ
ラ
ス
２
カ
年
計
画
に
お
い
て
、

新
商
品
開
発
・
販
売
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
「
も
ち
づ
き
有
機
ペ
レ
ッ
ト
」
も
こ

の
一
環
で
す
。
ま
た
、
上
記
戦
略
に
基
づ
く
、

「
基
盤
確
立
事
業
」
に
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
、
佐

久
市
、
全
農
長
野
が
共
同
申
請
し
、
全
国
初

認
定
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

が
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
し
、
本
会
が
広
域
流
通

を
担
う
と
い
う
役
割
分
担
で
す
。

　

全
農
長
野
で
は
、
堆
肥
を
活
用
し
た
農
産

物
の
栽
培
体
系
を
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
と
と
も
に

創
っ
て
い
き
ま
す
。

新
商
品「
も
ち
づ
き
有
機
ペ
レ
ッ
ト
」発
売

販売を開始した「もちづき有機ペレット」

前処理の乾燥を行う「縦型コンポスト」

乾燥させた堆肥をペレット状に加工する「ペレットマシン」
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東
信
事
業
所  

営
農
資
材
課



■�

阪
急
ケ
ー
キ
シ
ョ
ー　

2
0
2
2

　

10
月
19
日
～
24
日
の
5
日
間
、
梅
田
の
阪

急
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
た
「
阪
急
ケ
ー
キ

シ
ョ
ー
2
0
2
2
」
で
、
フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト

の
お
店
「
ふ
ぁ
み
り
ー
た
る
と
」
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
や
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
使
用
し
た
タ
ル
ト
と
青

果
を
販
売
し
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
タ
ル
ト
は
見
栄
え
も
良
く
、
期
間

中
の
売
り
上
げ
が
全
67
店
舗
中
5
位
と
な
り
、

訪
れ
た
著
名
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
な
ど
、

波
及
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。

■
曽
根
崎
地
下
道
「
信
州
ブ
ド
ウ
フ
ェ
ア
」

　

10
月
27
日
、
新
品
種
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
長
野
県
大
阪
事

務
所
と
連
携
し
、
北
新
地
に
あ
る
曽
根
崎
地

下
道
で
「
信
州
ブ
ド
ウ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
の
販
売
と
同
時

に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
ク
イ
ー
ン
ル
ー

ジ
ュ
R
の
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

2
0
0
名
の
回
答
者
の
95
％
以
上
が
ク
イ
ー

ン
ル
ー
ジ
ュ
R
を
「
ま
た
食
べ
た
い
」
と
評

価
し
ま
し
た
。

■
Ｏ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
ま
つ
り

　

11
月
23
日
、
大
阪
城
公
園
の
太
陽
の
広
場

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｏ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
ま
つ
り　

ふ
れ
あ
い
広
場
2
0
2
2
」
に
ブ
ー
ス
出
展

を
し
ま
し
た
。
3
年
ぶ
り
の
開
催
で
コ
ロ
ナ

前
と
は
大
き
く
環
境
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、

管
内
の
市
場
か
ら
な
る
信
州
果
実
推
進
協
議

　

令
和
4
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
試
食
宣
伝
の
実
施
に
制
限
を

受
け
る
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
阪
販

売
事
務
所
で
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
食

育
、
フ
ェ
ア
な
ど
の
開
催
に
よ
り
長
野
県
産

の
認
知
度
ア
ッ
プ
と
売
り
場
確
保
に
努
め
ま

し
た
。
一
年
間
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

令
和
４
年
度

関
西
地
区
で
の
果
実
の
販
売
促
進
取
組
み
に
つ
い
て

ナガノパープルとシャインマスカットがたっぷり使われたタルト

大雨の中、多くの来場者で賑わう全農長野ブース

「ふぁみりーたると」もインスタグラムで紹介

信州ブドウフェアの売り場
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会
の
青
年
部
と
準
備
か
ら
協
力
し
、
サ
ン
ふ

じ
と
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
を
中
心
に
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
き
の
こ
セ
ッ
ト
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
加
工
品
も
同
時
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら

販
売
し
ま
し
た
。
産
地
か
ら
も
応
援
に
来
て

い
た
だ
き
、
生
産
者
の
思
い
を
お
客
様
に
伝

え
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
大

雨
の
中
、
長
野
県
産
の
リ
ン
ゴ
が
目
当
て
の

来
場
者
も
多
く
、
新
た
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
店
頭
で
の
消
費
宣
伝
会

　

10
月
7
日
～
8
日
、コ
ー
プ
こ
う
べ
で「
ぶ

ど
う
祭
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
生
産
者
や

Ｊ
Ａ
職
員
の
皆
さ
ん
が
売
り
場
に
立
ち
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、
管
内
初
の
産
地
応
援
に
よ
る

店
頭
宣
伝
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
、ク
イ
ー
ン
ル
ー

ジ
ュ
R
な
ど
8
品
種
も
の
ブ
ド
ウ
が
並
び
、

お
客
様
が
各
品
種
の
特
徴
を
質
問
し
な
が
ら

好
み
の
品
種
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
に
は
同
じ
く
コ
ー
プ
こ
う
べ
4

店
舗
で
、
市
田
柿
の
推
奨
販
売
を
実
施
し
ま

し
た
。
店
頭
で
は
Ｊ
Ａ
で
作
成
し
た
動
画
を

放
映
し
、
試
食
の
代
わ
り
に
個
包
装
さ
れ
た

市
田
柿
を
配
布
し
、

産
地
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
モ

モ
や
リ
ン
ゴ
も
様
々

な
量
販
店
で
売
り
場

の
確
保
と
維
持
を
目

的
に
、
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

消
費
宣
伝
会
を
企
画

し
ま
し
た
。

■�

子
ど
も
に
向
け
た

食
育
活
動

　

8
月
の
プ
ラ
ム
に
は
じ
ま
り
、
シ
ナ
ノ
ス

イ
ー
ト
、
南
水
、
サ
ン
ふ
じ
と
、
昨
年
に
引

き
続
き
食
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
関
西
圏

の
保
育
園
や
幼
稚
園
に
対
象
の
生
果
を
提
供

し
、
園
の
先
生
か
ら
園
児
に
栄
養
素
や
産
地

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
園

児
が
お
土
産
を
持
ち
帰
り
果
物
の
話
を
す
る

こ
と
で
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

将
来
的
に
果
物
を
食
べ
る
こ
と
が
習
慣
に

な
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

大
阪
販
売
事
務
所
で
は
、
そ
の
時
に
で
き

る
最
大
限
の
手
法
を
考
え
な
が
ら
、
宣
伝
会

を
企
画
・
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
産
地
・
市
場
と
連
携
し
な
が
ら
、
長
野

県
産
果
実
の
魅
力
発
信
と
消
費
拡
大
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

保護者の方からのお手紙

サンふじの食育

市田柿の推奨販売

コロナ禍以降、初めて産地応援があった「ぶどう祭り」
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「
エ
ー
コ
ー
プ
新
茶
」
ご
予
約
承
り
中

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
県
下
各
Ｊ
Ａ
で
は
、「
エ
ー

コ
ー
プ
新
茶
」
の
重
点
推
進
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

エ
ー
コ
ー
プ
新
茶
は
4
月
下
旬
か
ら
5
月
中

旬
に
摘
み
取
っ
た
新
芽
の
『
一
番
茶
』
を
使
用

し
、
グ
レ
ー
ド
毎
に
順
次
出
荷
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
本
年
は
春
先
か
ら
の
高
温
傾
向
も
あ
り
出

荷
が
早
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

お
茶
の
味
は
、
テ
ア
ニ
ン
（
旨
味
）、
カ
テ

キ
ン
（
渋
み
）、
カ
フ
ェ
イ
ン
（
苦
味
）
の
3
要

素
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
年
初
め
て
萌ほ

う

芽が

し
た
芽
を
摘
む

一
番
茶
は
テ
ア
ニ
ン
が
多
く
含
ま
れ
、
苦
味
が

少
な
く
ま
ろ
や
か
な
旨
味
と
味
わ
い
が
あ
り
ま

す
。
お
茶
を
淹
れ
る
際
は
、
お
湯
が
高
温
だ
と

苦
味
や
渋
み
が
多
く
出
て
し
ま
う
た
め
、
急
須

に
入
れ
る
お
湯
は
70
℃
程
度
ま
で
冷
ま
す
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

エ
ー
コ
ー
プ
新
茶
は
、
窒
素
充
填
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
開
封
さ
れ
る
ま
で
新
鮮
さ
を
保
ち

ま
す
。
こ
の
時
期
だ
け
の
爽
や
か
な
香
り
と
味

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

おいしい
お茶の
淹れ方

（ハラダ製茶株式会社）

※動画にリンクします
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
北
信
事
業
所
管
内
で
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

出
荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

4
月
3
日
㈪
に
Ｊ
Ａ
中
野
市
の
ぶ
ど
う
集
出
荷
セ
ン

タ
ー
か
ら
佐
藤
錦
33
kg
が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
雪

が
少
な
く
天
候
も
安
定
し
た
こ
と
か
ら
生
育
は
順
調
で
、

食
味
・
着
色
と
も
高
品
質
な
出
来
で
す
。

　

出
荷
は
、
ハ
ウ
ス
物
は
5
月
上
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
は
露
地
物
が
7
月
上
旬
ま
で
続
く
見
込
み
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
新
採
用
職
員
17
名
と
キ
ャ
リ
ア
採

用
職
員
2
名
を
迎
え
、
令
和
5
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

4
月
3
日
㈪
の
入
会
式
で
は
一
人
一
人
に
辞
令
が
交
付

さ
れ
、
嶌
田
武
司
県
本
部
長
が
「
若
い
皆
さ
ん
の
感
性
を

大
い
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
長
野
県
農
業
の
発
展
と
生

産
者
の
負
託
に
応
え
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

新
採
用
職
員
を
代
表
し
て
吉
川
俊
輝
さ
ん
は
「
全
農
長

野
県
本
部
・
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
役
割

は
、『
食
と
農
業
』

の
大
切
さ
を
発
信

し
続
け
、
長
野
県

農
業
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
責

務
だ
と
感
じ
ま

す
」
と
決
意
表
明

を
し
ま
し
た
。

　

本
誌
で
は
6
月

号
か
ら
新
採
用
職

員
の
自
己
紹
介
を

掲
載
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
に
練
習
用
ミ
ニ

ゴ
ー
ル
10
台
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

3
月
26
日
㈰
の
今
シ
ー
ズ
ン
開
幕
戦
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
贈
呈
し
た
ミ
ニ
ゴ
ー
ル
を
前
に
、
全
農
長
野
の
嶌
田

武
司
県
本
部
長
と
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
神
田
文
之
社
長
が
固

く
握
手
し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
ゴ
ー
ル
は
、
ク
ラ
ブ
の
練
習
場
所
で
あ
る
松
本
市

か
り
が
ね
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
出
荷

ス
タ
ー
ト

新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
に

ミ
ニ
ゴ
ー
ル
を
贈
呈

© 松本山雅FC

化粧箱に入ったサクランボ

決意表明をする吉川俊輝さん

固い握手を交わす神田社長（左）と嶌田県本部長（右）
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令和4年度 定年退職者紹介

令和5年度 新採用職員紹介

2列目左から　佐藤  利久、井出  康人、下村  由幸、岡村  達雄、小林  一文、武井  修一
1列目左から　中田  広彦、竹内 敏、長谷川副本部長、神農会長、嶌田県本部長、髙木副本部長、池田  洋一、酒井  みすゞ

� 対象者は太字で表記

3列目左から　松本  亜美果、荻原  夏菜、戸谷  梨華、小川  麻博、冨岡  真由、鶴田  真吾
2列目左から　先田  瑞樹、松田  一輝、横谷  雅大、山浦  遥夏、滝澤  弘太朗、橋都  未来、田中  蓮、髙山  馨
1列目左から　吉川  俊輝、小池人事課長、髙木副本部長、嶌田県本部長、神農会長、長谷川副本部長、依田管理部長、
　　　　　　  佐鳥  広樹、西澤  亜優
� 対象者は太字で表記
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史
上
最
も
早
い
桜
の
開
花
と
な
り
、
長

野
県
内
も
3
月
下
旬
か
ら
愛
で
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
桜
と
稲
作
は
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
い
わ
れ
、「
昔
々
、
田
の
神
様

は
普
段
は
山
の
上
に
い
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
神
が
春
に
な
る
と
山
か

ら
降
り
て
来
て
桜
の
木
に
宿
る
。
す
る
と
、

そ
の
桜
の
木
は
開
花
す
る
と
考
え
ら
れ
た

と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

翻
弄
さ
れ
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
未
だ
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な

い
ロ
シ
ア
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
農
業
生
産
の
現
場
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
「
国
民
が
必
要
と
し
消
費
す
る

食
料
は
、
で
き
る
だ
け
そ
の
国
で
生
産
す

る
」
と
い
う
、
国
民
、
世
論
の
醸
成
お
よ

び
政
策
転
換
に
お
い
て
重
要
な
局
面
に
あ

り
ま
す
。

　

食
料
の
安
定
供
給
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

な
か
、
日
本
の
食
料
生
産
、
す
な
わ
ち
、

日
本
農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
・

利
用
者
に
貢
献
す
る
「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
」

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
の
農
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま

し
た
。
田
の
神
に
見
守
ら
れ
、
実
り
多
き

秋
と
な
る
よ
う
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

�

（
I
）

令和4年度3月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 68 120 209 

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 187 92 92 

生 産 振 興 部 計 256 98 109 

米 穀 17,017 95 101 

果 実 花 き 47,150 104 111 

野 菜 き の こ 67,343 85 98 

営 業 13,651 85 99 

生 産 販 売 部 計 145,161 92 102 

包 装 資 材 8,371 96 108 

生 産 資 材 14,631 115 116 

農 業 機 械 6,156 97 102 

施 設 住 宅 6,525 127 152 

生 産 購 買 部 計 35,683 108 117 

畜 産 酪 農 31,178 100 98 

三 岳 牧 場 241 95 103 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 289 95 97 

八 ヶ 岳 牧 場 208 82 93 

畜 産 酪 農 部 計 31,917 100 98 

燃料・ホームエネルギー 28,145 100 100 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 7,491 106 104 

生 活 9,077 103 99 

生 活 部 計 44,713 102 101 

長 野 県 本 部 計 257,592 96 103 
（内部販売高含む）

編 

集 

後 

記

5月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

5/24（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

農業機械課

JA全農長野
【公式】グリーンレーダー ＠ja_greenradar

グリーンレーダーの
ツイッターを始めました

サニーレタスと豚こまの
エスニック焼きそば

＊�食べる際はたっぷりとレモンを絞るでことで、爽やか
な焼きそばの味わいになります

■材料（２人分）

■作り方
①�サニーレタスはちぎる。豚肉は塩コショウで下味をつける。
ミックスナッツは砕く。にんにくはみじん切りにする。
②�中火で熱したフライパンにごま油をひき、にんにく、唐辛子
を香りが立つまで炒めたら、豚肉をいれ色が変わるまでさら
に炒める。
③�②に焼きそば麺をいれ酒をふりかけ、ほぐしながら炒めたら、
【Ａ】とサニーレタスを加え、さっと炒め合わせる。
④�③を器に盛り、黒胡椒とミックスナッツをふったらレモンを
添える。

・サニーレタス�  6枚
・豚こま切れ肉 �  200ｇ
・焼きそば麵（むし）�  2袋
・ミックスナッツ �  適量
・レモン（くし切り）�    適量
・酒 �    大さじ2
・にんにく �    2かけ

・唐辛子（輪切り）�    2本
・ごま油 �    適量
・黒胡椒 �    少々
【Ａ】
・ナンプラー �    大さじ1と1/2
・オイスターソース �    小さじ2
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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